
Ｃｈａｒｌｅ Ｎｅｗｓ Ｒｅｌｅａｓｅ 

第 3１期決算報告について 

平成１８年５月１９日付で、第３１期決算における業績を下記の通り発表いたしました。 
 

記 
 
1.連結決算情報 

経営成績（平成 1７年 4 月 1 日～平成 1８年 3 月 3１日）          （単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益
1８年３月期 ６１，１３４ １，０９１    △７６ 

１７年３月期 ６５，０９３   ５２５ △１，９３２ 

増減率   △６.１％ １０７.９％      ― 

Ⅰ．当社企業グループは、企業価値の向上を図るべく、積極的な事業活動を展開してまいりましたが、
レディースインナー等卸売事業の不振により、当期は減収となりました。 

Ⅱ．レディースインナー等卸売事業における厳しい市場の情勢と基幹商品の販売不振はありましたが経
常利益は仕入れコストの削減、販売促進費の圧縮で販売管理費及び一般管理費の削減効果により増収
となりました。 

Ⅲ．当期純損失につきましては、希望退職に伴う特別退職金の計上と、繰延税金資産の取崩等によるも
のであります。 

1９年 3 月期の連結業績予想（平成 1８年 4 月 1 日～平成 1９年 3 月 31 日） （単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益
中間期 ２９，３５０     ３８０    △９１０ 

通期 ５９，７００   １，５１０    △４４０ 
Ⅰ．新たな企業グループ体制のもと「ひとりひとりに心とからだに感動を！」を企業グループ理念とし

て各社間の業務の連携・協働によるコストリダクションや業務の効率化などの業務シナジーの追求す
ることを手掛けてまいります。なお、退任する役員への退職慰労金を見込んでおり当期純損失になる
予定です。 

 

2.単独決算情報 

経営成績（平成 1７年 4 月 1 日～平成 1８年３月 3１日）          （単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益
1８年３月期 ３４，１１６ １，９３６    ８２２ 

１７年３月期 ３６，１９５   ３５８ △１，８８１ 

増 減 率       △５．７％ ４３９.８％      ― 

Ⅰ．積極的な事業活動に取り組み、業務の進捗として順調に推移したものの、基幹商品の販売不振によ
り、レディースインナー等卸売事業は減収となりました。 

Ⅱ．営業利益は仕入れコストの削減、販売促進費の圧縮で販売費及び一般管理費の削減効果により増収
となりました。 

 

1９年 3 月期の業績予想（平成 1８年 4 月 1 日～平成 1９年 3 月 31 日）   （単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益
中間期 ４，６００  ５３ △７２８ 

通期 ５，２００ １１５ △６６７ 
Ⅰ． 持株会社体制移行による持株会社としての業績予想となっています。 
 

以 上 


